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コ
シ

二
十
日
正
用
。

ヨ
シ
ゲ
ン
カ
イ
ジ
ユ
ツ
弧
矢
弦
解
術
安
永
十

年
富
井
安
泰
の
者
。
関
孝
和
の
摘
要
録
法
に
基
づ
い

て
‘
弧
矢
弦
の
関
係
即
ち
園
理
の
一
端
を
述
べ
た
も

の
で
あ
る
。

ヨ
シ
コ
ク
ダ
カ
越
石
高

4
2
ジ
ダ
カ
越
高
。

ヨ
シ
サ
カ
越
援

4
オ
ツ
サ
カ
越
坂
。

ヨ
シ
ダ
カ
越
高
務
政
時
代
に
、
岡
地
に
し
て

元
来
甲
村
の
高
で
あ
っ
た
も
の
が
、
乙
村
の
高
に
縛

じ
た
も
の
を
い
う
た
。
能
美
郡
小
山
田
村
三
百
七
十

石
の
内
九
十
石
像
は
大
型
寺
務
領
に
越
高
と
な
り
、

叉
鹿
島
郡
町
屋
村
か
ら
浦
仁
村
に
も
越
高
が
あ
っ

た
。
越
高
は
叉
越
石
高
と
も
い
ひ
、
普
遁
の
飛
地
と

そ
の
性
質
を
異
に
す
る
。

コ
シ
ヂ
カ
ガ
ミ
越
路
加
賀
見
一
加
。
叉
越
路

鏡
と
も
題
す
る
。
加
賀
務
に
於
い
て
大
槻
靭
元
が
槌

カ
を
緩
う
た
頃
か
ら
、
箆
憾
の
銀
鈴
渡
行
の
頃
ま
で

の
こ
と
を
書
き
、
こ
の
難
局
に
笛
っ
て
巧
み
に
務
政

を
鴎
避
し
得
た
の
は
前
凶
土
佐
守
の
功
舗
で
あ
る
と

し
た
小
説
風
の
も
の
で
、
土
佐
守
は
直
婦
で
あ
る
の

を
消
恒
と
艶
名
を
用
ひ
て
あ
る
。
漢
文
の
序
に
、
鍵

腐
内
子
天
抄
漏
雲
水
、
般
に
子
時
費
時
十
一
春
武
江

小
子
弁
好
笛
秀
伯
と
あ
る
。

ヨ
シ
ヂ
ノ
越
路
野

m
羽
咋
郡
邑
知
潟
の
北
方
な

る
野
を
い
ふ
。
能
登
名
跡
志
に
、
中
納
言
家
持
の
歌

と
し
て
、
『
越
路
野
を
さ
し
出
見
れ
ば
邑
知
・
潟
気
高
く

見
ゆ
る
滴
棒
搬
の
里
』
と
載
せ
て
居
る
が
、
悶
よ
り

認
で
あ
ら
う
。

ゴ
ジ
ツ
キ
ン
御
隠
涯

J
オ
メ
ミ
エ
イ
ジ
ヤ
ウ

御
目
見
以
上
。

ヨ
シ
ツ
シ
品
ン
サ
ク
鹿
室
春
策
石
川
郡
曹
洞

宗
大
莱
寺
十
四
代
の
住
持
。
初
め
帯
住
寺
に
住
み
、

後
大
束
寺
を
蓋
し
た
。
文
様
二
年
二
局
サ
日
寂
。

ヨ
ウ
ガ
ツ
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コ
シ
ノ
イ
ヌ
越
の
犬
中
型
日
本
犬
の
一
つ
で
、

加
賀
・
能
菅
・
越
中
・
越
前
等
に
播
布
し
、
肩
幅
四

O

題
か
ら
六

O
題
、
体
重
一
一
庖
俄
か
ら
こ
六
底
、
耳

は
尖
端
積
困
味
を
帯
び
て
立
ち
、
吻
は
長
く
し
て
尖

b
、
四
肢
強
健
に
し
て
飛
筋
能
〈
震
建
し
、
跳
蹴
疾

走
力
に
笛
み
、
毛
は
粗
く
し
て
軟
毛
が
多
い
。
尾
は

巻
く
も
の
少
く
し
て
横
に
向
き
、
背
は
震
直
で
腹
は

凹
朕
を
な
す
。
も
と
地
犬
と
稽
L
.
狸
・
穴
熊
・
鹿
・

縫
そ
の
他
鳥
獣
の
狩
識
に
用
ひ
、
又
は
番
犬
と
し
飼

育
せ
ら
れ
た
も
の
。
近
時
漸
〈
援
殺
せ
ら
れ
て
殆
ど

そ
の
跡
を
絶
つ
に
歪
っ
た
の
で
、
昭
和
九
年
十
二
周

天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
せ
ら
れ
た
。

ヨ
シ
ノ
オ
ホ
ヤ
マ
越
の
大
山
高
葉
十
二
『
み

掌
降
る
越
の
大
山
行
き
過
ぎ
て
何
れ
の
日
に
か
吾
が

里
を
見
む
。
』
こ
の
越
の
大
山
を
白
山
と
見
る
設
が
多

い
。
八
雲
御
抄
に
も
、
『
白
山
、
こ
し
の
お
ほ
山
と
も

い
ふ
。
』
と
註
し
、
歌
枕
名
寄
に
は
、
『
越

J

大
山
加
賀

闘
』
と
あ
る
。
そ
れ
は
白
山
を
答
の
絶
え
ぬ
山
と
し

て
、
『
み
容
降
る
越
の
大
山
』
を
そ
の
意
味
に
解
す
る

の
で
あ
る
が
、
北
陸
高
葉
集
古
蹴
研
究
で
は
、
み
雲

降
る
は
越
の
枕
詞
で
、
越
の
大
山
に
容
の
積
っ
た
様

を
目
前
に
眺
め
た
の
で
は
な
い
。
行
き
・
過
ぎ
て
も
、

越
の
大
山
を
越
え
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
街
道
か
ら

迭
に
限
っ
た
白
山
を
こ
れ
に
常
て
る
の
は
無
理
で
あ

る
。
寧
ろ
こ
の
大
山
は
越
前
の
愛
護
山
で
は
な
か
ら

う
か
と
言
う
て
ゐ
る
。
叉
藻
盟
草
に
越
の
大
山
を
越

前
或
は
越
中
と
す
る
の
は
、
和
名
抄
に
越
前
閥
大
野

郡
大
山
・
越
中
凶
締
質
郡
大
山
の
郷
名
が
あ
る
か
ら

だ
と
い
は
れ
、
一
誌
に
立
山
の
別
名
か
と
い
ふ
の
は

何
等
の
設
践
が
な
い
。

ヨ
シ
ノ
サ
ス
ケ
越
野
左
助

箔。
ヨ
シ
ノ
シ
ラ
ナ
ξ

越
の
白
波

J
キ
Y
パ
タ

掴
婆
水
の
著
。
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金

現
存
の
も
の
は
首
容
と
記
さ
れ
て
、
威
盗
熊
坂
長
範
・

妖
益
四
弁
次
郎
兵
衛
・
奇
盤
矢
島
伊
助
・
嬬
溢
白
銀
屋

奥
左
衛
門
の
停
が
記
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
以
外
の
続

編
が
果
し
亡
成
っ
た
の
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
恐
ら
〈
は
未
完
成
の
寄
ら
し
い
。

ヨ
シ
ノ
シ
ラ
ネ
越
の
白
峰
白
山
の
こ
と
を
越

の
白
峰
と
い
ふ
。
源
平
盛
護
担
巻
サ
八
に
、
『
越
前
回

燈
J

域
は
、
東
民
法
山
の
麓
よ
り
、
長
山
遜
に
章
。
て

越
の
白
峰
に
漣
り
た
り
。
』
と
見
え
、
歌
枕
名
寄
に
は

越
J

白
嶺
と
但
し
、
類
字
名
所
集
・
勅
撰
名
所
集
に

は
、
『
越

J

白
様
、
加
賀
石
川
郡
』
と
あ
る
。
白
峰
も

白
嶺
も
、
制
ん
で
白
板
に
同
じ
い
。

ヨ
シ
ノ
シ
ラ
ヤ
マ
越
乃
白
山
和
漢
三
才
闘
曾

巻
五
十
六
白
山
の
僚
下
に
『
白
山
四
時
有
v
答
。
故
呼

田
昌
越
乃
白
山
4

叉
日
=
加
賀
白
山
-
』
と
あ
っ
て
、
越

の
白
山
は
越
路
の
白
山
の
意
で
あ
ら
う
が
、
加
賀
建

凶
以
前
に
在
つ
て
は
越
前
の
白
山
と
見
て
も
い
L
。

加
賀
建
凶
以
後
に
主
り
、
加
賀
の
域
内
に
昆
し
た

が
、
そ
の
加
賀
た
る
や
元
来
吉
越
の
一
部
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
意
味
に
於
い
て
矢
張
り
越
の
白
山
で
あ

る
。
包
し
明
衡
の
新
猿
楽
記
に
越
前
，
白
山
な
ど
L

あ
る
頚
は
蔑
で
、
都
人
士
は
加
賀
建
凶
以
後
も
之
を

越
前
で
あ
る
と
思
う
て
暦
た
の
で
あ
ら
う
。

ヨ
シ
ノ
タ
カ
ネ
越
の
高
複
白
山
の
一
名
を
越

の
高
根
と
も
い
ふ
。
千
載
集
冬
の
歌
に
、
『
京
極
前
太

政
大
臣
の
高
陽
院
の
家
の
歌
合
に
雲
の
献
と
て
よ
め

る
、
治
部
卿
遁
俊
。
お
し
な
べ
て
山
の
白
雲
潰
れ
ど

も
し
る
き
は
越
の
高
桜
な
り
け
り
。
』
文
藻
盟
草
に
は

『
こ
し
の
た
か
ね
』
、
加
賀
歌
枕
名
寄
に
は
『
越
，
高

額
』
と
も
あ
る
。

ヨ
シ
ノ
ネ
ワ
タ
シ
越
の
担
渡
和
歌
分
類
に
『
越

乃
視
渡
は
、
越
路
の
高
根
よ
り
吹
渡
す
山
風
也
。
』
と

あ
る
。
越
路
の
高
根
が
、
越
の
高
視
と
同
じ
く
白
山

-~' 

=一O
六

の
別
講
で
あ
る
と
せ
ば
、
越
の
根
渡
は
白
山
風
の
一

名
で
あ
る
と
解
標
し
得
ら
れ
る
。
夫
木
抄
巻
十
八
に
、

『
元
永
元
年
十
周
内
大
臣
家
，
歌
合
、
初
的
品
、
藤
原
家

闘
。
夜
を
窓
み
越
の
棋
わ
た
し
さ
え
/
¥
て
お
も
ふ

も
し
る
し
今
朝
の
初
答
。
』
の
般
が
あ
る
。

ヨ
シ
ノ
ヲ
ヤ
マ
越
の
尾
山
白
山
の
山
尾
を
い

ふ
の
で
、
藻
盟
草
・
夫
木
抄
等
に
越
中
と
註
す
る
の

は
非
で
あ
ら
う
。
回
融
天
阜
の
御
慌
の
安
法
法
師
集

に
、
『
紳
無
用
げ
か
り
に
飛
騨
へ
い
き
け
る
に
、
越
の

を
山
を
見
る
に
も
遣
の
な
か
り
け
れ
げ
、
彼
是
し
て

よ
め
る
。
越
の
を
の
山
も
紅
葉
の
ま
だ
し
き
に
ほ
か

よ
り
し
ぐ
れ
く
る
ま
な
り
け
り
。
』
夫
木
集
に
『
栂
河

院
の
百
首
修
理
大
夫
頴
季
作
歌
。
崎
高
き
越
の
を
山

に
い
る
人
は
柴
草
に
て
か
へ
る
な
り
け
り
。
』
と
あ

る。
コ
シ
パ
小
柴
鹿
島
郡
の
萄
村
名
。
臆
永
三
年

三
月
廿
九
日
沙
漏
在
判
、
得
悶
勘
解
陶
左
衛
門
入
選

宛
厨
の
文
書
に
、
『
高
畠
庄
内
小
柴
村
一
分
地
顕
職
惣

領
分
事
、
任
今
且
サ
九
日
肥
前
入
道
陣
肌
之
官
渡
市
候

也
0
』
と
あ
る
o
ポ
柴
村
は
今
腹
し
て
明
ら
か
で
な
い

が
、
コ
ク
ヌ
ギ
と
制
ん
だ
の
な
る
べ
く
、
貞
治
四
年

三
周
回
目
附
尼
し
ゅ
一
が
鳳
至
郡
総
持
寺
塔
瓶
法
光

院
へ
の
寄
進
紋
に
‘
『
の
と
の
く
に
た
か
げ
た
け
こ
へ

ぬ
き
む
ら
』
と
あ
る
も
の
は
、
こ
く
ぬ
ぎ
の
襖
潟
か

と
思
は
れ
る
。
此
木
を
タ
ノ
ギ
ハ
ク
ヌ
ギ
の
説
〉
と
麹

む
こ
と
は
臨
宝
郡
の
邑
名
に
も
あ
る
。

一
コ
シ
バ
シ
ョ
ウ
ヨ
ウ
小
柴
従
容
金
揮
の
俳
人
、

英
容
庵
と
稽
し
た
。
も
と
越
中
氷
見
の
麗
で
、
務
の

足
穫
で
あ
っ
た
も
の
。
明
治
ご
十
ご
年
授
。

コ
シ
ポ
ソ
腰
細
鳳
歪
郡
仁
摩
郷
に
屈
す
る
部

落
。

小
堕
註

江
沼
都
北
部
に
毘
す
る

ヨ
シ
ホ
ッ
ク

都
帯
。
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